
２００４．６．２１ （３）

　

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審

議
会
第
一
専
門
部
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
当
日

の
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
午
後
４
時

２６

〜
６
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
小
）

○
内
容　

子
ど
も
の
参
加
と
意
見
表

明
を
考
え
る

専

門

部

会

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議

会

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
住
所

が
変
更
に
な
っ
た
時
（
市
内
で
転
居
し

年
金
受
給
者
の

住

所

変

更

ひ
な
た
村
利
用
予
約

　

２
０
０
５
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発

達
の
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

「
就
学
相
談
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
町
田
市
障
が
い
児
就
学

相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談
会
（
９
月
〜

　

月
に
実
施
予
定
）
を
通
し
て
、
児
童

１１の
就
学
に
つ
い
て
保
護
者
と
と
も
に
考

え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
次
の
日
時
の
い
ず

れ
か
で
、
受
付
会
場
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。

※
７
月
１
日
（
木
）
午
前　

時
か
ら
事

１０

前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
受
付
日
時　

７
月
８
日
（
木
）
、　
１２

日
（
月
）、　

日
（
金
）、　

日
（
月
）、

１６

２６

　

日
（
水
）
、
８
月
２
日
（
月
）
、　

２８

１１

日
（
水
）
、　

日
（
月
）
午
前
９
時
〜

２３

　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
〜
４
時

１１

３０

３０

※
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方
は
、

８
月　

日
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
下
さ

１３

い
。

○
受
付
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階
会
議
室

※
母
子
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
は
同
伴
で
な
く
て
結
構
で

す
。

※
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
私
立
小
学
校
等
に
在

学
で
、
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
ま

た
は
市
立
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

障
が
い
学
級
へ
の
進
学
を
お
考
え
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
８
０

就

学

相

談

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

　

第
２
２
７
回
町
田
市
建
築
審
査
会
を

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時

　

分
か
ら

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
４
階
第
２
会

議
室

○
定
員　

５
人
（
先
着
順
）

※
案
件
に
よ
り
一
部
の
公
開
と
な
り
ま

す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

町
田
市
建
築
審
査
会

た
場
合
や
地
番
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

も
含
む
）
に
は
社
会
保
険
事
務
所
等

（
共
済
年
金
の
方
は
各
共
済
組
合
）
に

「
年
金
受
給
権
者
住
所
変
更
届
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
受
給
権
者
の
届
出
用
紙
は
、

市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

□問
 

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２

６
・　

・
３
５
１
１
、
町
田
市
国
保
年

２６

金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
７

【
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
と
き
】

　

銀
行
に
お
金
を
下
ろ
し
に
行
っ
た

ら
、
夫
の
貯
金
が
下
ろ
せ
な
か
っ
た
。

さ
て
こ
ん
な
時
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
？
全
国
銀
行
協
会
の
職
員

が
お
話
し
し
ま
す
。
会
場
で
質
問
も
受

け
付
け
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

○
対
象　

制
度
に
関
心
の
あ
る
方

○
日
時　

７
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
（
午
後
１
時
か
ら
受

３０

３０

付
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

○
定
員　

１
８
０
人

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

０

成
年
後
見
講
演
会

　

今
年
度
は
、
２
０
０
５

年
度
以
降
に
使
用
す
る
小

学
校
教
科
用
図
書
の
採
択

の
年
で
す
。
適
正
な
採
択

が
行
わ
れ
る
よ
う
教
科
用
図
書
の
展
示

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
の

方
々
に
直
接
教
科
用
図
書
を
見
て
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
月
）
ま
で

１２

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

○
会
場　

教
育
セ
ン
タ
ー
（
木
曽
町
７

１
３－

２
）

□問
 

指
導
課
11
７
９
３
・
２
４
８
１

開
催
し
て
い
ま
す

教
科
用
図
書
展
示
会
を

　

こ
の
冊
子
は
、
２
０
０
４
年
度
か
ら

２
０
０
６
年
度
ま
で
の
３
か
年
に
お
け

る
町
田
市
の
主
要
な
実
施
計
画
事
業
の

具
体
的
な
展
開
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。 公

表
し
て
い
ま
す

主
要
な
実
施
計
画
事
業
（
２
０
０
４
〜

２
０
０
６
年
度
）
を

　

価
格
は
、
１
冊
１
０
０
円
で
、
市
政

情
報
や
ま
び
こ
（
中
町
分
庁
舎
１
階
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
各
市

立
図
書
館
、
市
民
相
談
室
、
企
画
調
整

課
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

【
①
夏
休
み
の
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
で
２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
方

○
日
時
・
内
容　

木
曜
日
コ
ー
ス
＝

７
月　

日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
形

２２

１０

作
）
、
８
月
５
日
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
色
付
け
）
▽
金
曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月

　

日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
形
作
）、

２３

１０

８
月
６
日
午
前　

時
〜
正
午
（
色
付

１０

け
）

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）

○
費
用　

３
０
０
円

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
（
粘

土
を
包
む
た
め
）
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
弁

当
（
形
作
時
の
み
）

【
②
織
物
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
前　

時

２８

１０

〜
午
後
３
時

○
内
容　

簡
単
な
道
具
を
使
っ
て
布
を

織
っ
て
み
よ
う

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

１
０
０
円

○
持
ち
物　

古
い
ハ
ン
カ
チ
５
枚
位
ま

た
は
木
綿
の
薄
手
の
布
、
弁
当

【
③
ひ
な
た
村
の
自
然
を
観
察
し
よ
う
】

○
対
象　

小
・
中
学
生

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前
の
部

２９

＝　

時
〜
正
午
、
午
後
の
部
＝
１
時
〜

１０
３
時

※
雨
天
中
止

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
持
ち
物　

帽
子
（
白
系
の
も
の
）
、

長
そ
で
長
ズ
ボ
ン
、
筆
記
用
具

【
④
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２５

１０

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ひ
な
た
村

〜
午
後
３
時
（
正
午
〜
１
時
は
昼
休
み

で
す
）

○
内
容　

紙
巻
き
ゴ
マ
を
作
ろ
う

◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は
６
月　

日
午
前
９

２３

時
か
ら
、
②
③
は　

日
午
後
１
時
か
ら

２３

電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５
７

３
６
）
へ
、
④
は
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

※
７
月
の
工
作
室
開
放
は
主
催
事
業
の

た
め
中
止
し
ま
す
。

※
８
月
に
も
様
々
な
教
室
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

【
乳
幼
児
企
画　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
に
行
こ
う
】

　

新
じ
ゃ
が
の
季
節
！
自
分
で
採
っ

て
き
た
お
い
も
を
ふ
か
し
て
た
べ
ま
し

ょ
う
！

○
対
象　

２
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

○
日
時　

７
月
２
日
（
金
）
午
前　

時
１０

　

分
〜
正
午
（
雨
天
延
期
、
予
備
日
＝

３０７
月
９
日
）

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
持
ち
物　

持
ち
帰
り
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
軍
手

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
〜
お
い
も
ほ

り
＆
お
い
も
料
理
を
作
ろ
う
〜
】

　

近
く
の
畑
で
お
い
も
を
ほ
っ
て
、
お

や
き
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
作
っ
て
た

べ
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

７
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

　

分
〜
４
時
（
雨
天
延
期
、
予
備
日
＝

３０７
月　

日
）

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
持
ち
物　

持
ち
帰
り
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
軍
手

◇

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前　

時
か

２２

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど
も

ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

☆
マ
イ
カ
ー
の
使
用
は
で
き
る
だ
け
控

え
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
や
電
車
、
バ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

自
動
車
利
用
の
工
夫
か
ら

取
り
組
ん
で
み
よ
う

市
民
の
行
動

☆
低
公
害
車
を
導
入
し
ま
す
。

☆
車
内
を
冷
や
す
た
め
だ
け
や
不
必
要

な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

☆
車
内
を
冷
や
す
た
め
だ
け
や
不
必
要

な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
。

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
５
年
１
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

７
月
４
日
午
前
９
時
ま
で
に
使
用
料
金

を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持
ち
に
な

り
、
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
１
月
４
日
は
主
催
事
業
等
の
た
め
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
、
金
銭
を
徴
収
し
て

の
催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　

９
月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
７
月
４

日
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村
へ
お
い

１０

で
下
さ
い
。

※
９
月
５
日
午
前
は
主
催
事
業
等
の
た

め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

　

地
球
温
暖
化
や
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
な
ど
、
一
見

私
た
ち
の
生
活
と
は
か
け
離
れ
て
見
え
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
す

が
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
日
々
の
生
活
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
少
し
の

工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
２
月
に
環
境
重
点
配
慮
指
針
を
策
定
し
、
全
５
回
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
、
こ
の
環
境
重
点
配
慮
指
針
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
地
球
環

境
に
優
し
い
だ
け
で
な
く
、
お
金
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
、
お
財
布
に
も

優
し
い
環
境
配
慮
行
動
の
実
践
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
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原油換算約５６．８　の削減�

町田市には、公共施設等を巡回する「まちっこバス」が運行しています。�

ＣＯ２約１４３．８㎏の削減�

約６，５６３円の節約�→�

５分間のアイドリングをしなかった場合�

１年間続けるとガソリン約２９　の削減�

１回につきガソリン約７０㏄の削減�

原油換算約２６．３　の削減�

出典：「第二版【家庭の省エネ】大辞典」、「Let'sスマートドライブ」（財）省エネルギーセンター編�

ＣＯ２約６８．５㎏の削減�

約３，０４５円の節約�→�

事
業
者
の
行
動

休
館
の
お
知
ら
せ

　

町
田
市
立
博
物

館
は
薫 
蒸

    

実
施
及

く
ん
じ
ょ
う

び
次
回
展
示
準
備

の
た
め
、
６
月　
２８

日
（
月
）
〜
７
月

　

日
（
金
）
ま
で

１６休
館
し
ま
す
。

□問
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